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城
東
地
区
の
あ
ら
ま
し

　
城
東
地
区
は
、
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に
森
忠
政

が
津
山
城
を
築
城
し
た
後
、
城
の
東
側
を
流
れ
る
宮
川

以
東
に
形
成
さ
れ
た
城
下
町
で
す
。

　
森
忠
政
が
作
成
し
た
巧
み
な
城
下
町
の
縄
張
り
（
都

市
計
画
）
に
よ
っ
て
、
出
雲
街
道
よ
り
北
側
・
山
手
に

武
家
地
や
社
寺
、
出
雲
街
道
に
沿
っ
て
町
人
地
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
慶
長
年
間
（
１
６
０
４
〜
１
６
１
４
）
に
武
家
地
の

上
之
町
（
西
部
）
と
町
人
地
の
橋
本
町
・
林
田
町
・
勝

間
田
町
が
作
ら
れ
、
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
〜
１
６
４

３
）
に
武
家
地
の
上
之
町
（
東
部
）
と
町
人
地
の
中
之

町
・
西
新
町
・
東
新
町
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

城
東
地
区
の
町
人
地
に
残
る
も
の

　
城
東
地
区
に
は
、
城
下
町
の
町
人
地
と
し
て
発
展
し

た
町
並
み
が
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
い

て
い
ま
す
。

　
旧
出
雲
街
道
に
は
、
間
口
（
軒
幅
）
が
２
間
（
１
間

は
約
１
・
８
８
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
４
間
程
度
、
奥
行
き

が
17
間
程
度
の
屋
敷
が
並
び
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ

た
町
割
り
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
敷

の
裏
に
は
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
背
割
り
溝
（
排
水

溝
）
が
、
重
伝
建
地
区
を
囲
む
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
出
雲
街
道
を
歩
い
て
み
る
と
、
街
道
が
直

角
に
折
れ
曲
が
る
箇
所
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

敵
が
城
下
へ
侵
入
し
よ
う
と
し
た
際
、
行
き
止
ま
り
と

思
わ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
鍵
型
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

建
造
物
で
見
ら
れ
る
も
の

　
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
10
年
頃
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
城

東
地
区
の
建
造
物
の
多
く
は
２
階
建
て
で
、
２
階
部
分

が
低
い
主
屋
が
並
び
、
１
階
の
屋
根
に
本
瓦
が
使
用
さ

れ
て
、
重
厚
な
軒
が
連
な
る
町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、  

で  

ご
う  

し  

ま
ど

出
格
子
窓
や

む
し　
こ　
ま
ど

虫
籠
窓
、
な
ま
こ
壁
、
う
だ
つ

袖
壁
な
ど
、
伝
統
的
な
日
本
建
築
の
特
徴
を
、
色
濃
く
、

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
城
東
地
区

　
重
伝
建
に
選
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
今
後
も
、
伝
統

的
な
町
並
み
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
と
市
が
協
力
し
て
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
観
光

資
源
と
し
て
生
か
し
な
が
ら
、
町
家
の
風
景
の
保
存
・

整
備
（
修
理
・
修
景
）
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

空
き
家
の
有
効
活
用
と
し
て
、
新
し
い
店
舗
の
出
店
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

問歴史まちづくり推進室☎32-7000

　城東地区を
　　　訪れてみませんか

背割り溝の名残の一
つ。旧出雲街道から
延びる小路から、跡
を見ることができま
す

　江戸時代からの伝統的な建築物などが数多く残されている城東地区。これまで地域と市では、町並み
保存に取り組んできました。今年7月に、城東地区の町人地にあたる区域が、歴史的な風致を伝えるた
めに価値が高いと判断され、国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）に選定されました。
　そんな城東地区について紹介します。

出格子窓と腰なまこ壁

虫籠窓

防火や防犯のために作
られました。時代が新
しくなるにつれて、装
飾的になってきます

うだつ袖壁

　城東地区を
　　　訪れてみませんか


